
令和４年度 第２回川崎市社会教育委員会議麻生市民館専門部会 次第 

 

日 時  令和５年１月２４日（火） 午前１０時００分～ 

 

場 所  麻生区役所 第４会議室 

      

次 第 

１ 開会 

２ 館長挨拶 

３ 議事 

 （１）令和４年度の主な事業について 

（２）令和４年度市民館管理に伴う工事等について 

（３）令和４・５年度協議テーマの選定について 

（４）その他 

 

次回以降の予定  

第３回   令和５年２月１２日（日）午後１時００分～ 

（市民自主企画提案会・選考委員会を同日に開催いたします。詳細については別途 
ご案内いたしますので、この日程でご予定くださいますようお願い申し上げます。） 



令和3年7月現在

区　　　分 氏　　　名 現　　職　　名

1
１号

（区内に設置された
学校の長）

山本
やまもと

　浩之
ひろゆき

川崎市立王禅寺中央中学校長

2 横川
よこかわ

　博行
ひろゆき

麻生区文化協会（副会長）

3 井上
いのうえ

　俊夫
と し お

麻生区地域教育会議議長

4 菅原
すがわら

　陽子
よ う こ

麻生市民館サークル連絡会会長

5 松島
まつしま

　糾之
ただゆき

麻生区町会連合会理事

6 德田
と く だ

　富
ふ

美
み

惠
え

市民委員

7 三上
み か み

　由加利
ゆ か り

市民委員

8
４号

（学識経験者） 角田
つ の だ

　季美枝
き み え 和光大学現代人間学部非常勤講

師

9
５号

（区内の家庭教育の向上に
資する活動を行う者）

田澤
た ざ わ

　梓
あずさ

麻生区PTA協議会副会長

委嘱期間　　～令和６年４月３０日

２号
（区内の社会教育関係団体

等から推薦された者）

　　　川崎市社会教育委員会議麻生市民館専門部会委員名簿

３号
（区内在住の社会教育に関
する経験を有する市民）



備考

新型コロナウイルス感染拡
大状況を考慮し、午前また
は午後のみ活動

●

保険加入に必要な定員に達
しなかったため活動なし

●

青少年教室事業

成人教室事業

小学生・中学生・高校生等を対象として、青少年期の課題解決ある
いは地域参加に向けた学習機会を提供するとともに、地域の中での
仲間づくり、つながりづくりを促進する。

成人層を対象として、成人期の課題解決あるいは地域参加に向けた
学習機会を提供するとともに、地域の中での仲間づくり、つながり
づくりを促進する。

令和４年度　麻生市民館　社会教育振興事業　実施状況

12 １ ２

ＰＴＡ家庭教育学級
講師派遣

3
(145)

10５

子どもを豊かに育む地域社会の創造をめざし、子育てに関する家
庭・地域課題の学習機会を提供し、親として市民としての学びを支
援する。

1
(ー)

1
(55)

領域 事　業　名 事　業　内　容

地域での体験活動や交流等の学習機会を提供することを通して、障
がいのある人の社会参加促進を図るとともに、ノーマライゼーショ
ンの理念に基づき、共に生きる地域社会の実現をめざす。

川崎市識字・日本語学習活動の指針に基づき、識字学習活動に関わ
るボランティア等の資質向上に関する学習機会を提供することによ
り、多文化共生社会の実現をめざす。

2
(132)

普
遍
的
課
題
学

習
活
動

６

事業数
(予算)

川崎市多文化共生社会推進指針、外国人教育基本方針、川崎市識
字・日本語学習活動の指針に基づき、外国人市民等が日本での生活
を円滑に営めるように、日常生活に必要な基礎的日本語を身につけ
るための学習を支援する。また、学習者と支援者（ボランティア）
が共に学び合う関係づくりに配慮し、多文化共生社会の実現をめざ
す。

11７

　千円

2
(455)

９

障がい者社会
参加学習活動

シニアの社会
参加支援事業

世
代
別
学
習
活
動

高齢期の課題解決に向けた学習機会を提供する。また、学習を通じ
た、生きがいづくりや健康づくりを促進するとともに、幸福な高齢
期をおくるための支援をする。

高齢者セミナー

１
(66)

１
(66)

1
(99)

２
　
市
民
自
治
基
礎
学
習
事
業

識字学習活動

識字ボランティア研修

１
　
社
会
参
加
・

共
生
推
進
学
習
事
業

実　施　状　況

1
(143)

８

1
(152)

３

1
(30)

市民館保育活動

子育て支援啓発事業

平和・人権・男女平
等推進学習

保育ボランティア研修

シニア世代等を対象として、地域の課題解決あるいは地域参加に向
けた学習機会を提供し、シニア世代等の市民が、これまで社会で
培った豊富な経験と知識、多様な能力を活かし、これまで関わりの
少なかった地域社会での様々な活動に参加できるよう支援する。

 憲法、教育基本法の理念に基づき、世界の平和及び人権の尊重、性
による差別や人権に関する問題解決に向けた学習機会を提供し、共
に生きる地域社会の創造や男女共同参画社会の形成を目指す。

家庭・地域教育学級

（令和5年1月24日現在）

親等の学習活動への参加を促進し、乳幼児の社会的成長を支援する
ために、主催事業に適宜併設する形で保育活動を実施する。

子育てを支援する保育ボランティア等の資質の向上に向けた学習機
会を提供することにより、地域で支え合う子育ての環境醸成を図
る。

子どもの理解や親の役割及び家庭環境、家庭教育に関する地域における
諸課題等についてＰＴＡが実施する家庭教育学級に対し、講師派遣等の
支援を行うことにより、子どもの健全な育成に向けた、学校・家庭・地
域の連携による学習活動の振興を図る。

４

1
(39)

地域における身近な子育て関連情報を保護者等に幅広く提供するた
めに、子育て情報冊子等の作成・配布や、保護者同士の交流を図る
ための集会等の開催を行う。

子
育
て
・
共
育
学
習
活
動

午前コース 木曜 Ａ ５月～３月（４月、８月を除く)

夜間コース 木曜 Ｎ ５月～３月（４月、８月を除く）

「麻生青年教室」 第3日曜 ＡＰ 5月～３月（4月、8月を除く）

10/6～12/22 識字ボランティア
入門研修（全10回予定）延べ参加者数184名

6～3月（各小学校ＰＴＡの計画により実施）

「子育てフリースペースよち・わく・のび」

10/7～11/4
「HAPPY！ ママライフ」金曜(全5回)
延べ参加者数94名

心をラクにする人生計画講座

（男女） 1/17～2/14 全5回

12/9～1/8 
「年末年始で新しい自分を目指そう」 全４回
延べ参加者数68名

5/13～6/24「写真＆エッセイを学び、思いを表現しよう！」

延べ参加者数92名

11/8.9.10

保育ボランティア養成講座延べ参加者数21名

11/2～12/7
「もうすぐ小学生！」水曜(全5回)
延べ参加者数27名

2/17～3/17 全5回
戦争と人権問題から考える私たちの平和（平和人権）

１１/２３「たき火で上手に

火を使おう！」（雨天中止）

9月～３月

5月～8月（水）

延べ参加者数２８名 9月～3月（火）

２/２１報告会

資料１－１



事業実施状況

●

R４の北部は多摩市民館が
主実施館

●
実施団体と連携を図った
が、実施団体の体制が整わ
ずイベントの実施なし

相談員による学習相談はコ
ロナウイルスの影響により
中断している。10月12日
から再開予定。

ネットワーク会議,地域の寺
子屋交流会、青空こども会
議等

● 所管課は麻生区役所企画課

表現・舞台活動
支援事業

４
　
市
民
・
行
政
協
働
・
ネ
ッ

ト

ワ
ー

ク
学
習
事
業

市民の主体的な学習活動・市民活動の支援策の一環として、様々な
学習情報・市民活動情報を収集・整理し、適切な形で公開・提供す
る。また、求めに応じ、市民及び市民グループなどの生涯学習に関
する相談に対し、情報提供、助言を行う。

１
(60)

５
　
現
代
的

課
題
対
応
学

習
事
業

行政区･中学校区
地域教育会議推進事業

地域の学習活動を推進している学習・文化団体(サークル連絡会・文
化協会・ＰＴＡ等)とのネットワーク化や事業連携の推進を通じ、市
民の主体的な学習活動の活性化、地域の文化や教育力の向上をめざ
す。

地域学習・文化団体
連携推進事業

地域での子育てや福祉・環境・まちづくりなどの課題解決に協働し
て取り組むため、関係機関との連携による会議及び必要な事業を実
施する。

１
(66)

３
　
市
民
学
習
・
市
民
活
動
活
性
化
学
習
事
業

市民活動・ボランティアに関する学習機会を提供することにより、
市民自らが考えながら生活･地域課題等に取り組むことができるよう
に、市民主体の地域づくりを支援する。

課題別連携事業

市民エンパワーメン
ト研修

ＰＴＡ活動研修

現代的、今日的な課題に係わる学習機会を提供し、今を生きる市民
の学習を支援する。

現代的課題学習事業

様々な手法による市民の主体的で自由な表現活動を振興し、地域に
根差した市民の文化創造に資する。

市民自主企画事業

12 ２ ３11 １10６
領域 事　業　内　容

４

1
(ー)

８

２
(162)

７

1
(44)

1
(３5)

５

1
(24)

学習情報提供・
学習相談事業

生涯学習交流集会
いきいきとした麻生区の社会教育の展開に向けた、市民と職員によ
る率直な意見交換を通して、市民が主体的に学ぶ地域の生涯学習環
境の醸成を図る。

子どもの健やかな成長を支えるＰＴＡ活動のあり方等についての学
習機会を提供することにより、各学区や麻生区の特色を生かしたＰ
ＴＡ活動の活性化を図る。

1
(75)

地域や社会の課題解決や地域の特性に応じた生涯学習・文化芸術の
振興や、市民の交流・ネットワーク化の活性化等を目的として、集
会、講演会等多様な形態の学習事業を市民と市民館が協働で実施す
る。

1
(66)

様々な分野において豊富な経験や資格、技術等を持っている市民
が、地域の生涯学習における身近な学習支援者「市民講師」として
活躍できるよう育成・支援を行う。

市民講師活用事業

事　業　名

市民自主学級
市民と市民館の協働により、地域や社会の課題解決に市民自らが取
り組むために必要な学びの場を創り、市民の主体的な学習活動や市
民活動を活性化する。

実　施　計　画事業数
(予算)

千円

３
(300)

９

千円

3
(ー)

行政区･中学校区における学校・家庭・地域の連携による教育への市
民参加システムづくりとネットワークづくりを支援・促進し、地域
の教育力の向上をめざす。

１
(ー)

市
民
エ
ン
パ
ワ
ー

メ
ン
ト
事
業

「地域の寺子屋事
業」コーディネー

ター養成講座

地域ぐるみで子どもたちの教育や学習をサポートする「地域の寺子
屋」の運営を担うコーディネーターを養成する。

1
(ー)

3/18に実施

通 年

通 年 麻生区地域教育会議

麻生区ＰＴＡ協議会 通 年

麻生市民館サークル連絡会 通 年

麻生区文化協会 通 年

10/１～11/26 自分の「好き」を地域に「活かす」講座 全５回

延べ参加者数1２名

あさおＳＯＵＮＤ＆ＶＩＳＩＯＮ（中止）

6/25, 9/19, 11/26「かたひらほっとカフェ」 全３回

延べ参加者数82名

6/26～7/31「色でつながる私とまちのストーリー」全５回

延べ参加者数39名

● 6/4,5 あさおサークル祭

延べ参加者数 1500名

6/17～7/28 全5回

みんなの哲学風カフェ 月2回 6月～３月（8月、12月除く）

７/23～１/14 ジェンダー平等を目指して 全１０回

延べ参加者数136名

1１/6～2/1６ 「紙芝居から広がる市民のつながり2」全7回

2/11、2/25、3/11 全３回

「つかみはOK?相手に伝わる自己紹介講座」

7/24,31,8/7「自分でオリジナルのデジタル地図をつくろう【Google Earth使い方講座】」全３回

延べ参加者数19名

9/17 子育てフェスタ

参加者数2500名

5/10～5/31 4回

延べ参加者数１２９名



● ● ●

■生涯学習支援課の事業

　  

●

● ●

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

工事名 費用
実　施　計　画

令和４年度　麻生市民館　工事等の実施計画

１ ３

麻生市民館高圧引込線更新工事 高圧電気引き込みケーブルの更新
千円
2,464

９ ２11
内　容

1
(ー)

事業実施状況
４ ５ ６ ７ ８ 10

事業実施状況

12

事　業　名

麻生区生涯学習推進会議

６

(1) 教文・市民館活動報告書、学習記録や調査研究報告書の作成を
行い、学習活動や地域情報の蓄積と公開を図る。
(2) 生涯学習に関する情報を提供するため、市民館だより、ホーム
ページなどの作成を行う。

領域

総合教育センター視聴覚センターの市民への直接的な窓口として、
教文・市民館で情報機器等の貸し出しを行う。

情報機器等整備

1
(350)

川崎市社会教育委員会議規則に基づいて行う。
６
　
市
民
館
学
習
環
境
整

備
事
業

事　業　名 事　業　内　容

刊行・広報活動

事業数
(予算)

実　施　計　画

３

12９

２

1
(524)

９ 10

　

社会教育委員会議
麻生市民館専門部会

事　業　内　容

　

11５ ６

川崎市多文化共生社会推進指針に基づき、地域の人的資源を活かし
ながら、異なる文化的、歴史的背景を持つ市民の人権が守られる感
性豊かな地域、国際的な視点を持ったまちづくりをめざす。

麻生区及び周辺地域の里地・里山保全活動を通し、自然や暮らしの
歴史、文化等を継承し、次世代へつなぐための様々な活動を展開す
る。

７

１

川崎市生涯学習推進計画および麻生区生涯学習推進計画に基づき、
麻生区生涯学習推進会議を設置し、区における生涯学習推進体制の
整備や生涯学習事業の連絡調整を行い、麻生区の生涯学習を推進す
る。

千円

1
(ー)

４

８ ３１

麻
生
区
課
題
対
応
学
習

事
業

1
(340)

里地・里山保全
推進事業

1
(844)

麻生区多文化共生
推進事業

７

　

事業数
(予算)

実　施　計　画

２

教養室内で優先ＬＡＮを使用可能にする工事
千円
209

５

　

12８

４ 1110

麻生市民館バリアフリー対応工事 手摺、案内用点字タイルの設置
千円
2,035

麻生市民館・図書館トイレ改修工事
1階、2階、３階　中央トイレの改修。2.、３階の多目的トイレの工
事

千円
89,903

麻生市民館ホール入口前床タイル補
修工事

ホール前床タイル貼り替え工事
千円
404

麻生市民館有線ＬＡＮ延伸工事

第１回8月18日

ホームページ 通年

市民館だより 年6回(6月・8月・１0月・１２月・２月・４月）

通 年

11月～ Ｒ４活動報告書作成準備4～6月 Ｒ３活動報告書・社会教育要覧作成

カフェ塾・人材育成講座ほか

2023里山フォーラムiｎ麻生 3/18実施予定

第２回

1月24日

第３回２月12日

9/17子育てフェスタ出店、3月17日イベント実施予定

議題状況にあわせ、実施を検討

１１月末に完了

１２月完了

１０月完了

３月完了予定

３月完了予定



子

育

て

・

共

育

学

習

活

動

親の心配を取り除き、親子共に
本音を言い合える関係づくりを
目指すとともに参加者同士で悩
みを共有し合いながら仲間づく
りを促進する。

対象：主に小学生の保護者

誰もが一緒に楽しめるスポーツ
であることを知り、地域のコ
ミュニティにつなげる。

ドキュメンタリー映画の鑑賞、
話し合い、フィールドワークを
通して子育てやこどもの食事に
ついて、共に学び合える場をつ
くる。動画を活用してまちの魅力や自
分たちの活動を効果的に発信す
る方法を学ぶとともに、新たな
活動を始めるきっかけにつなげ
ることを目指す。

●
分館の主催事業の活動紹介も含
め、イベント形式により実施予
定

ウクレレを通じて地域活動や仲
間づくりにつなげる。

概ね50歳以上の方を対象

（令和５年１月２４日現在）

絵画募集は区の地域課題対応事
業として実施したもの

敷地内の樹木の生い茂った状態
が懸念されたため追加実施

年度途中の予算配当により実施

10

市
民
エ
ン
パ
ワ
ー

メ
ン
ト
事
業

市民エンパワー
メント研修

１
(88)

実　施　状　況
12 １ ２８

家庭・地域教育学級

シニアの社会参加支援事業
（入門コース）

　
2

(100)
市民自主企画事業

　地域や社会の課題解決や地域の特性に応じた生涯学習・文化
芸術の振興や、市民活動のネットワーク化の活性化等を目的と
して、集会、講演会等多様な形態の学習事業を市民と市民館が
協働で実施する。

６ ７

生涯学習交流集会
　いきいきとした岡上分館を拠点とした社会教育の展開に向け
た、意見交換や成果発表などの交流を通して、市民が主体的に
学ぶ地域の生涯学習環境の醸成を図る。

事　業　内　容

　子どもを豊かに育む地域社会の創造を目指し、子育てに関す
る家庭・地域課題の学習機会を提供し、親として市民としての
学びを支援する。

２

　

市

民

自

治

基

礎

学

習

事

業

1
(123)

（令和５年１月２４日現在）

領域 事　業　名
３４ ５ ９

令和4年度　麻生市民館岡上分館　管理等に関する実施状況

令和4年度　麻生市民館岡上分館　社会教育振興事業　実施状況

11

事業数
(予算)

５
　
現
代
的

課
題
対
応
学

習
事
業

　市民の主体的な学習活動・市民活動の支援策の一環として、
様々な学習情報・市民活動情報を収集・整理し、適切な形で公
開・提供する。また、求めに応じ、市民及び市民グループなど
の生涯学習に関する相談に対し、情報提供、助言を行う。

　シニア世代等を対象として、地域の課題解決あるいは地域参
加に向けた学習機会を提供し、シニア世代等の市民が、これま
で社会で培った豊富な経験と知識、多様な能力を活かし、これ
まで関わりの少なかった地域社会での様々な活動に参加できる
ように支援する。

３
　
市
民
学
習
・
市
民
活
動
活
性
化
学
習
事
業

1
(88)

　市民活動・ボランティア活動に関する学習機会を提供するこ
とにより、市民自らが考えながら生活・地域課題等に取り組み
ことができるように、市民主体の地域づくりを支援する。

バリアフリー対応工事
　「川崎市福祉のまちづくり条例」の基準に適合するよう手
すりの設置及び点字シートの敷設を実施

備考

備考

　麻生区区制40周年を記念して麻生区の未来への思いが詰まっ
た絵画の受賞作品の巡回展を分館内で実施。

麻生区区制40周年記念事業
あさおの未来を描く絵画展

1
(1)

1
(18)

学習情報提供・
学習相談事業

実施名

植栽管理業務 　分館敷地内の樹木の剪定及び伐採の実施

予算

0

11 12 １ ２ ３
内　容 実　施　状　況

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

通 年

「子どもの声を聴こう…親も子も笑顔が一番！」

10/7～10/28 (全5回) 延べ参加者数：36名

「スマホで作る 初めての１分動画」

7/2～7/30 (全5回)

「CINEMAでこそだて こども・おとなの暮らし方を考える」

11/5～11/12（全5回） 延べ参加者数：99名

3/26予定

「ボッチャを通じたコミュニティづくり」8/27・9/24 

「はじめてのウクレレ」

敷地内の樹木の剪定及び伐

受賞作品32点の展示

12/1～12/26

バリアフリー対応工事
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テーマ１：空き会議室の有効活用について 

 

事業例： （仮）麻生市民館学習フリースペース試行事業について（案） 

 
１ 令和２・３年度麻生市民館専門部会報告書における検討経過・背景 

「令和２・３年度 川崎市社会教育委員会議麻生市民館専門部会報告書 生涯学習活動の

案内機能のあり方について」（令和４（２０２２）年３月）において、「１ 多様な主体との

連携推進に向けた考え方 」、「２ 生涯学習関連施設等と連携した広報の充実」、「３ 身近な

場所での学びづくりの推進」について検討したが、「４ 予約の入っていない会議室の有効活

用について」（別紙）は、今後の実現に向けた検討課題とした。 

具体的には、「現在の市民館の使用規則においては、市民館の使用申請は使用日前３日ま

で可能となっている。そのため、３日前までに予約の入らなかった部屋については、利用者

がおらず空いたままになる。そこで、この空いた会議室を有効活用することを調査 ・検討し

ていきたい。一例として、利用がないことが確定した第１～３会議室について、麻生市民館

が利用する扱いとして、来館者が自由に出入りできるスペースとして開放することを検討

している。」としたものである。 

そこで、会議室の有効活用の視点だけではなく、区民の学習スペースのニーズ対応や、麻

生図書館臨時休館中の代替スペースの確保という観点も踏まえ、「（仮）麻生市民館学習フリ

ースペース試行事業」を検討したい。 

 
２ 実施目的・内容 

【目的】 

（1）区民の学習活動の効率的支援 

（2）市民館会議室の空き時間の有効活用 

（3）図書館臨時休館中の代替スペースの確保 

以上を目的に、「麻生市民館学習フリースペース事業」を試行的に実施するものである。 

 

【対象者】 

小学生～社会人 

 

【実施期間】 

（試行期間）令和５年度中の１ヶ月程度 （夏休みや麻生図書館臨時休館中などに毎日想定） 

※試行結果を踏まえ、実施内容・運用方法を見直し、本格的な実施を検討する。 
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【実施場所】 

麻生市民館の会議室（主に第１～第３会議室及び和室を想定） 

※試行期間中は一つの会議室で実施予定 

 

【実施時間】 

パターン①〈午前〉9：00～12：00 

パターン②〈午後〉13：00～17：00 

※予約状況により両方、いずれかの可能性があり、実施できない場合もある。 

※新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、実施できない場合がある。 

 

【使用ルール】 

・個人による自習とする。 

・私語・飲食（水分補給は可）は禁止する。 

 

【運用方法】 

（１）会議室の確保（※要検討） 

一例として、毎週金曜日に翌週 1 週間分の会議室（午前・午後各１会議室まで）を予約 

（２）広報 

・チラシ作成 

・市民館ホームページへ掲載、区 Twitter の活用 

（３）受付 

・予約不可。当日受付（先着順）とする。 

・利用者は氏名、連絡先、学年・職業等を記入する。 

 
３ 今後の検討課題 

・過年度における図書館の閲覧利用及び市民館会議室の空き状況の調査 

・会議室確保予約日の検討 

・他都市の実施状況の調査、ヒアリング 



(３) 片平会館での市民自主企画事業「かたひらほっとカフェ」の実施 

片平地域に住む子供から高齢者、障がいを持つ方が一緒の場所に集まり共に

時間を楽しむことにより、顔見知りで、いつも挨拶ができ、地域の問題や身近

な悩みを解決し合える関係作りを目的に、かたひらほっとカフェ（団体）が市

民館と協働で実施している。 

多様な世代に参加してもらえるよう、「色の重なりを楽しむパステル画」、「オ

リジナルフレームづくり」、「ボッチャ＆和投げを楽しもう」をテーマに計３回

実施し、普段講座などに参加することが少ない新規の参加者獲得につながった。 

今後、ここでのつながりが社会参加の一歩となり、これが地域活動に参画に

つながる場となることを目指していきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

４ 予約の入っていない会議室の有効活用について 

現在の市民館の使用規則においては、市民館の使用申請は使用日前３日まで

可能となっている。そのため、３日前までに予約の入らなかった部屋については、

利用者がおらず空いたままになる。 

そこで、この空いた会議室を有効活用することを調査・検討していきたい。 

一例として、利用がないことが確定した第１～３会議室について、麻生市民館

が利用する扱いとして、来館者が自由に出入りできるスペースとして開放する

ことを検討している。 

その際、該当する会議室が出入り可能であることをホームページなどで周知

することにより、市民へ利用を促すことができると考えられる。 

利用目的としては、学習や読書などを自由に行うことができ、また少人数であ

れば会話も禁止しないものとする。ただし他の利用者に迷惑がかかる行為や、運

動などは禁止とする。利用者には、受付で身分証を提示してもらい、名前と連絡

先を記入してから利用してもらう。また、１回の利用時間は２時間までとする。 

今後、利用規則との整合性や、実際に運用した場合に予想される課題を洗い出し、

実現に向けてどのような対応が必要かを見定めつつ、有効活用できるよう進め

ていきたい。 

市民自主事業「かたひらほっとカフェ」開催の様子  

－8－

令和２・３年度　報告書
「生涯学習活動の案内機能のあり方について」抜粋



 

テーマ２：麻生文化センター中庭スペースの有効活用について 

 

事業例： （仮）麻生文化センター「一箱古本市」の開催について（案） 

 
１ 背景 

麻生文化センター中庭スペースは、2階の市民ギャラリーと図書館入口付近との間にある

屋外スペースである。日頃は、ベンチがあるため休憩されている方や、開館前の図書館の抽

選券待ちの列が見られる。ただ、屋根もあり、一定程度のスペースもあるが有効活用されて

いない実状がある。 

麻生区役所の中庭が３月にリニューアルされることを契機に、このスペースの有効活用

（一時的利用）を図る。 

 

具体的には、コロナ禍で低下している対面のコミュニケーションやつながりづくりを目

指して、「一箱古本市」開催※を検討する。 

なお、2階の図書館入口前には、市民館事業のチラシを配架しており、手に取る方も多く、

広報効果が高い。そこで、古本市開催にあわせ、市民館事業の周知や通常 3階で行っている

生涯学習相談の開催や、また図書館と連携し、図書館リサイクル本の出店も検討する。 

 

※一箱古本市とは（別紙） 

1 人ダンボール１箱分ほどの古本を販売するイベント。限られたスペースの中で、自分の

蔵書を持ち寄って販売するというスタイル。出店者とお客の距離が近く、売り買いよりも本

を通じて会話を楽しむのが特徴。全国各地で開催されている。 

 

２ 実施目的・内容 

【目的】 

（1）コミュケーション・つながりづくり 

（2）空きスペースの有効活用 

（3）麻生市民館事業の周知・情報提供 
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【出店対象】 

 麻生区在住の１８才以上の方１０名（１０店）程度 

※事前申込。参加者（お客）は申込不要。 

 

【実施日時】 

令和５年度中の土・日・祝日の中の 1 日 

 

【出店】 

３ 今後の検討課題 

・１店舗あたりの出店スペース 

・現金の授受の可否について（場合によっては物々交換） 

・販売物の内容について 

・他都市の実施状況の調査、ヒアリング 



別紙

※資料転載許可済





 
「令和５年度のテーマ」に関する意見書 

 

「テーマ１：空き会議室の有効活用について」及び「テーマ２：麻生文化センター中

庭スペースの有効活用について」につきまして、御意見や新たなテーマ・アイデ

ア等がございましたら、御記入をお願いいたします。委員の皆様の御意見を賜

りたく、ご回答にご協力をお願いいたします。 

 
【御意見（課題、進め方等）】 
テーマ１：空き会議室の有効活用について 
 
 
 
 
 
 
 
 
テーマ２：麻生文化センター中庭スペースの有効活用について 
 
 
 
 
 
 
 
 
新たなテーマ・アイデア等 
 
 
 
 

委員名  

 
～御協力ありがとうございました～。 

お手数ですが２月３日（金）までに、メール 88asaosi@city.kawasaki.jp 
もしくはＦＡＸ０４４－９５１－１６５０麻生市民館江上まで送信ください。 

mailto:88asaosi@city.kawasaki.jp


年度 テーマ 備考

平成16-17年度
麻生市民館の有効な使われ方について（ハード・ソ
フト両面から）

平成18-19年度
麻生区における市民主体の芸術・文化活動のあり方
と支援について

区民アンケート実施（来館者、町
内会）

平成20-21年度
シニア世代の市民と市民館活動 〜新シニア世代の
市民参加のために〜

市民活動懇談会の開催（団塊世
代、新シニア世代等対象）

平成22-23年度 市民ニーズの多様化と市民館の役割 市民懇談会開催

平成24-25年度
市民館の活性化をめざして −ビブリオバトルで若
い世代の利用をー

ビブリオ・モデル事業実施

平成26-27年度
青少年の利用活性化 −市民館に若い世代の利用
をー

アンケート実施（区内中学校、高
校）

平成28-29年度
地域コミュニティ再生支援 〜町会・自治会意見交
換会を基に検証〜

町会・自治会との意見交換会の開
催

平成30-元年度 地域コミュニティの活性化支援について
地域コミュニティの活性化に向け
た町会・自治会との座談会の開催

令和2-3年度 生涯学習活動の案内機能のあり方について
生涯学習関連施設等との連携によ
る学習支援の構築

過去の麻生市民館運営審議会、麻生市民館専門部会の報告書

＊平成28-29年度から麻生市民館専門部会として協議



市民自主学級・市民自主企画事業提案会・選考委員会について 
 

日時：令和５年２月１２日（日）１３時００分～１７時 
場所：麻生市民館大会議室 

   
 麻生市民館、岡上分館それぞれについて、次の順で行います。  
 【提案会】（公開）  

出席者：令和５年度市民自主企画提案者及び関係者、傍聴者  
       麻生市民館専門部会委員  
       麻生市民館・岡上分館関係職員 
【選考会】（非公開）  
出席者：麻生市民館専門部会委員  

       麻生市民館・岡上分館関係職員  
  

＊同日、第３回麻生市民館専門部会を提案会、選考委員会前後の時間で行います。  
詳細な内容、スケジュール、提案資料につきまして、2 月 3 日頃に送付予定です。 


